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平成 31 年 4月 24 日 

東日本高速道路株式会社 

 

ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画（2017 年度（平成 29 年度）

～2020 年度（平成 32 年度））の一部見直し 

 

ＮＥＸＣＯ東日本（東京都千代田区）は、このたび、ＮＥＸＣＯ東日本グループ中期経営計画（2017

年度（平成 29 年度）～2020 年度（平成 32 年度））の一部を、下記のとおり見直しましたので、お知ら

せいたします。 

本計画では、2017 年度（平成 29 年度）から 2020 年度（平成 32 年度）までの４年間を「将来のあ

りたい姿を実現するために挑戦し、飛躍する期間」と位置づけ、社会的使命を果たすための５つの基本

方針をもとに、グループ一体となって事業を実施してまいりました。 

今般、中期経営計画期間の折り返しを迎えるにあたり、計画策定後に事業化された新たな事業や

事業環境の変化等に適切に対応するため、計画の一部を見直すこととしたものです。 

 

記 

 

 

１．中期経営計画の主な見直し内容 

（１） 事業の追加への対応 

 圏央道（久喜白岡 JCT～大栄 JCT）4 車線化 

 道東道、秋田道、磐越道、富津館山道の付加車線事業 等 

（２） 更なる安全・安心対策の推進 

 対面通行区間の正面衝突事故防止対策の推進 

 交通規制中事故の削減の推進 

（３） 各地での大規模な自然災害等の発生に伴う防災・減災対策の強化 

 大雪時の道路交通確保対策への対応 

 トンネル火災発生時の監視体制の強化 

（４） 働き方改革関連法の成立や国連が提唱する持続可能な開発目標（SDGｓ）への貢献等の事

業環境の変化への対応 

 働き方改革の実施（社員の意識改革、労働時間管理の適正化等） 

 事業を通じた SDGｓ達成への貢献 

 

 〔参考資料〕中期経営計画の見直しに係る主な取組み 
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２．中期経営計画見直し後の主な財務計数計画 （〔 〕内は見直し前の計画値） 

（１）高速道路事業 

①損益計画 

 2017（H29）～2020（H32）累計※ 

料金収入  約３兆１０００億円 

〔約２兆８０００億円〕 

道路資産賃借料  約２兆３０００億円 

〔約２兆００００億円〕 

管理費等  約８０００億円 

〔約８０００億円〕 

※ 2019 年（平成 31年）3 月に高速道路機構と締結（変更）した協定の計画値  

②投資計画 

資産区分 2017（H29）～2020（H32）累計 主な投資内容 

機構資産※1※2  約２兆２０００億円 

〔約２兆００００億円〕 

高速道路の新設・改築 

特定更新・修繕事業 等  

会社資産  約１，２００億円 

〔約１，３００億円〕 

料金収受機械、ＥＴＣ設備の整備、

老朽化更新 等  

※1 機構資産とは完成後に高速道路機構へ引き渡すこととしている道路資産  

※2 2019 年（平成 31年）3 月に高速道路機構と締結（変更）した協定の計画値 

 

（２）関連事業 

①損益計画 

 2016（H28）年度実績 2020（H32）年度計画 

営業利益（連結）  
１８億円 

２９億円 

〔４０億円〕 

②投資計画 

資産区分  2017（H29）～2020（H32）累計※  主な投資内容  

会社資産  約４４０億円 

〔約４８０億円〕 

 

商業施設の新設・増改築・老朽化

更新、ＮＥＸＣＯ東日本総合技術セ

ンターの整備、システムのリプレー

ス 等  

※ 事業共用分を含む。  


